
(企業結合等関係) 

当連結会計年度（自 平成21年 4月 1日   至 平成22年 3月31日） 

（パーチェス法適用関係） 

子銀行の合併 

当社の連結子会社である株式会社関西アーバン銀行（以下、「関西アーバン銀行」）は、平成22年３月１

日に株式会社びわこ銀行（以下、「びわこ銀行」）と合併いたしました。合併の概要は、次のとおりであり

ます。 

１. 被取得企業の名称及び事業の内容、企業結合を行った主な理由、企業結合日、企業結合の法的形式、結

合後企業の名称及び取得した議決権比率 

(1) 被取得企業の名称及び事業の内容 

びわこ銀行（事業の内容：銀行業） 

(2) 企業結合を行った主な理由 

関西アーバン銀行とびわこ銀行は、地域金融機関としてさらに安定した金融機能を発揮するために、

関西エリアトップクラスの経営体力と関西全域にわたる営業基盤を有する広域地銀の実現を目指し、

合併いたしました。 

(3) 企業結合日 

平成22年３月１日 

(4) 企業結合の法的形式 

関西アーバン銀行を存続会社とする吸収合併方式。 

（合併会社の商号：株式会社関西アーバン銀行） 

(5) 結合後企業の名称 

株式会社三井住友フィナンシャルグループ 

(6) 取得した議決権比率 

56％ 

２. 連結財務諸表に含まれている被取得企業の業績の期間 

平成22年３月１日から平成22年３月31日まで 

３. 被取得企業の取得原価及びその内訳 

関西アーバン銀行の交付普通株式の当社持分相当額     7,182百万円 

関西アーバン銀行の交付優先株式の当社持分相当額    40,000百万円 

取得原価                           47,182百万円 

４. 株式の種類別の合併比率及びその算定方法並びに交付株式数及びその評価額 

(1) 株式の種類及び合併比率 

①普通株式               関西アーバン銀行 1：びわこ銀行 0.75 

②優先株式(第一回甲種優先株式)     関西アーバン銀行 1：びわこ銀行    1 

③優先株式(第二回甲種優先株式)     関西アーバン銀行 1：びわこ銀行    1 

(2) 合併比率の算定方法 

公正性を期すため、関西アーバン銀行は大和証券キャピタル・マーケッツ株式会社を、びわこ銀行

はゴールドマン・サックス証券株式会社をフィナンシャルアドバイザーとして起用したうえで、それ

ぞれのフィナンシャルアドバイザーに合併比率（普通株式）の算定を依頼いたしました。両行はこれ

らの算定結果を参考に、相互に実施したデュー・ディリジェンスの結果等を踏まえ、それぞれ両行の

財務の状況、資産の状況、将来の見通し等の要因を総合的に勘案し、交渉、協議を重ね、上記合併比

率（普通株式）について妥当であると判断し、合意、決定いたしました。 

なお、びわこ銀行が発行する第一回甲種優先株式及び第二回甲種優先株式については、普通株式と

異なり市場株価が存在しないため、普通株式の合併比率を考慮したうえで、関西アーバン銀行が対価

㈱三井住友フィナンシャルグループ （8316）　　平成22年３月期決算短信

-42-



として新たに発行する優先株式において、実質的に同一の条件を定めることといたしました。 

(3) 交付株式数及びその評価額 

①交付株式数 関西アーバン銀行の普通株式        103,532,913株 

       関西アーバン銀行の第一回甲種優先株式    27,500,000株 

       関西アーバン銀行の第二回甲種優先株式    23,125,000株 

②評価額   関西アーバン銀行の普通株式         12,803百万円 

       関西アーバン銀行の第一回甲種優先株式    19,025百万円 

       関西アーバン銀行の第二回甲種優先株式    16,500百万円 

５. 発生したのれん、発生原因、償却方法及び償却期間 

(1) 発生したのれんの金額 

11,056百万円 

(2) 発生原因 

取得原価とびわこ銀行に係る当社持分相当額との差額をのれんとして処理しております。 

(3) 償却方法及び償却期間 

20年間で均等償却 

６. 企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳 

(1) 資産の額 

資産合計                             1,113,801百万円 

うち貸出金                              795,445百万円 

うち有価証券                              89,968百万円 

(2) 負債の額 

負債合計                              1,078,769百万円 

うち預金                             1,033,256百万円 

７. 企業結合が連結会計年度開始の日に完了したと仮定した場合の当連結会計年度の連結損益計算書に及ぼ

す影響の概算額 

(1) 企業結合が連結会計年度開始の日に完了したと仮定して算定された経常収益及び損益情報と取得企業

の連結損益計算書における経常収益及び損益情報との差額 

経常収益  25,832百万円 

経常利益     705百万円 

当期純利益    183百万円 

(注)一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。 

(2) 概算額の算定方法及び重要な前提条件 

びわこ銀行の平成21年４月１日から平成22年２月28日までの経営成績に、当該期間に係るのれん償

却額等を加味して算出しております。なお、実際に企業結合が連結会計年度開始の日に完了した場合

の経営成績を示すものではありません。 

また、上記情報につきましては、あずさ監査法人の監査証明を受けておりません。 
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